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2006 年 5月 28日・第 4回慢性、難病フォーラムの様子↑

10：00　　　　　 受付開始

10：30 ～ 11：10　基調講演：山崎　正寿　先生
　　　　　　　　「痛みの種々相」

漢方交流会会員各位

第５回　慢性、難病フォーラム　再度の御案内

　日頃より学術部活動に御協力頂きまして、感謝申し上げます。
“第５回　慢性、難病フォーラム”の募集案内も以下の様に出来上がり、先月先生方のお手元にお届けさせて頂きました。

　　　　　日　時　　平成１９年５月２７日（第 4 日曜日） 10 時 30 分～ 16 時 30 分
　　　　　場　所　　チサンホテル新大阪　（TEL06-6302-5571）
　　　　　テーマ　　高齢化社会における漢方治療『痛みの緩和　第２弾』

プログラム予定

山崎　正寿　先生
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11：00 ～ 11：50　基調講演：太田　順康　先生
　　　　　　「痛みの緩和に繁用される処方」
　　　　　　－附子剤応用の留意－　

11：50 ～ 12：30　基調講演：中川　智代　先生
              黄帝内経素問「挙痛論」における痛みの種類と病理

12：30 ～ 13：30　昼食

13：30 ～ 14：00　話題提供：幸地　秀雄　先生
              「毎夜 1 時から２時になると発する心下部痛」　
　　　　　　　　
14：00 ～ 14：30　話題提供：渕上　慶子　先生
              「左股関節の痛みとむくみの症例報告」

14：30 ～ 15：00　話題提供：北村　翰男　先生
        　　  動き方は " 自己責任 "
　　　　　－薬局における " 操体法 " 活用の原理原則－　
　　　　　　　　
15：00 ～ 15：15　休息

15：15 ～ 15：45　話題提供：須藤　朝代　先生　　「膝関節痛の治療報告」　

15：45 ～ 16：15　話題提供：長岡　孝実　先生　　「骨髄（腎）の弱りと痛み」

16：30 ～ 18：30　懇親会

募 集 要 項
　　　　　　　参加費　　3,000 円（会員）4,000 円（会員外）2,000 円（学生）
　　　　　　　昼食代　　1,500 円（希望者）懇親会費　3,000 円（希望者）

　　　　　　　薬剤師研修シール　３単位

　　　　　　　◎問合わせ先　　　
　　　　　　　　　FAX　075-314-7417　西京極薬局　須藤朝代
　　　　　　　　　郵便振替　　00950-7-296672
　　　　　　　　　口座名義　　慢性、難病フォーラム

　昨年に引き続き、テーマに高齢化社会に於ける“痛みの緩和”を掲げさせて頂きました。
　それほど痛みは苦しい事であり、病者は加齢と共に、将来に不安を抱く現象となっております。
　今年は昨年より更に充実したフォーラムを開催するべく、準備委員一同気を引き締め、５月２７日（日）の開催日めがけ
て着々と準備を致しております。その一端を御案内させて頂きます。
　まず基調講演に、広島漢方研究会会長で、東洋医学会の重鎮でもいらっしゃいます山崎正寿先生をお迎えし、“痛みの種々
相”について御講演賜ります。山崎先生は、細野史郎先生、坂口弘先生より御教授をお受けになった生粋の漢方家で、理論
派でいらっしゃいます。勿論豊富な臨床経験もお持ちの先生です。実行委員長の須藤と致しましても、今から拝聴できます
ことを心待ちに致しております。又、御高齢者の冷えによる痛みには、卓効を表す附子剤の応用、及び不測の事態の対応方
法を、親子二代にわたり漢方交流会を支えて下さっています太田順康先生よりお伺いします。
　病者の治療には、漢方薬以外にも効果を上げられる方法論があります。それを鍼灸家でいらっしゃる中川智代先生からお
伺い致します。
　午後からは、薬局で即実践に結びつく話題を提供させて頂きます。
　御発表の時間は１０分で、その２倍の２０分を質疑応答にあてさせて頂いております。又、会場は発表者の先生と参加者

が、一体になれます様に段差をつけず設営させて頂いており、交流会の顧問の中井康雄先生、西脇平士先生、広中隆志先生
にも加わって頂き、活発な質疑を展開致します。司会の庄子昇先生、伊藤晴夫先生の司会進行ぶりもよろしく、毎回熱気に
溢れたフォーラムとなり好評を頂いております。
　話題提供も、第１題の幸地秀雄先生の“毎夜１時から２時になると発する心下部痛”と、第５題の長岡孝実先生の“骨髄（腎）
の弱りと痛み”は、表題からも臨床経験豊富な先生方であろうと想像出来ますし、興味そそられる話題提供をなさって頂け
そうです。第３題の北村翰男先生は、山崎正寿先生と同門の先生ですが、漢方薬に飽きたらず“操体法”という独自の世界
を極めている方で、これも即薬局で実践出来ます術だと考えます。第２題の渕上慶子先生は、最近漢方薬局を開局なさった
そうですが、早々に医療者として社会貢献なさっている御様子です。これから開局予定の先生には、ありがたい御発表とな
りそうです。第４題の須藤の発表は、来局する病者が、ごくごく一般的に訴えます膝関節痛の治療方法です。食箋を出す事で、
治療時間と治療費の削減に努めております。発表させて頂く方法論を持ってすれば、足首痛、股関節痛、腰痛、肩痛と同じ
方法で効果が上がって参ります。
　漢方医薬学を学ぶ者に取りまして、それが医療に結びつかなければむなしい事です。机上で学んだ傷寒、金匱の条文通り
の患者等あり得ず、基礎を元として、応用を効かして、初めて医療となりえます。カギとカギ穴を合わせる様に“方証一致”
に近づける為には、先人の規矩に学び、多くの臨床を積むしか道はありません。慢性、難病フォーラムは、実践を学ぶ場所
です。カギとカギ穴を合わせる為に、様々な補正が必要となります。当フォーラムは、必ずその方法論が学べる場と致した
いと考えています。遠距離であっても、参加して甲斐があったと思えるフォーラムを準備致しますので、多数の御参加をお
待ち申し上げます。

太田　順康　先生

中川　智代　先生

初学者のための漢方運用講座　in 関西

企画部　　菊一 瓔子

　2005 年 9 月に発足しました日本漢方交流会･一般公開･特別講座「初学者のための漢方運用講
座」、2006 年 9 月に第 2 回が開催され好評につき是非関西でも開催しようという運びになりま
した。急遽企画部長・中川智代先生の大奮闘で 2007 年 2 月 25 日 ( 日 )・トーユーシティホテル
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新大阪で開催決定。準備期間が短
いことと東京・大阪の諸事情の温
度差等々で不安を抱えたままで当
日を迎えましたが 60 余名の参加者
がありホッとしています。
　内容は太田順康先生による「漢
方基礎理論」「色々な風邪の店頭応
用」、村上清尚先生による「感冒に
対する漢方的食養」でいずれも初
学者向けの解り易い講義でした。
質疑応答の時間では忌憚のない質
問もあり、より一層漢方開眼への
意欲に繋がったのではないでしょ
うか。食養では西脇平士先生の「昨
今電子レンジでの調理が多くなっ
ているが、いかがなものか？」と
の質問に明確な解答があり一堂納
得の様子。食養は多種多岐にわたり、それ故に講義の的を絞ることの大変さも感じた次第です。
　薬剤師の置かれた環境も厳しくなる一方で漢方を勉強しなくては！漢方を勉強したい！という気運が感じられ日本漢方交
流会が先導役を担えれば幸いなことです。谷口書店も出店いただき漢方書が一堂に会する場が少ない中、参加者の方には好
評の様子でした。交流会会員の参加がスタッフを含めて数名で少々寂しい感がありました。
　5 月の「慢性病・難病フォーラム」、9 月の「初学者のための漢方運用講座」、2 月の「同 in 関西」が交流会主催・公開講
座の三本柱に発展することを懇願する次第です。
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●日本漢方交流会ホームページを立ち上げております。
活動予定などを掲載できますので広報委員までお知ら
せ下さい。パスワードはkaiinでお入りください。　　
　　　　　　　　　　　　　平成 19年３月編集

▲▲

広報担当からのお知らせ

講師を務める村上先生（左）と太田先生（右）↑ 質問に答える西脇平士先生↑

2007 年 2月 25日（日）に開催された会場の様子↑


